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新総合体育館基本構想検討の背景
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郷土の森総合体育館の諸元 配置 現状は郷土の森公園内に位置しているが、府中基地跡地留保地への移転が決定している。

量 延床面積：13,228㎡ 地下２階、地上３階建て

機能・
空間

• 体育室、武道場、弓道場、エアーライフル場、相撲場、卓球室、レクリエーションホール、幼児体
育室、トレーニング室、会議室などがある。

• 武道場及び体育室などの稼働率は高い。
• 弓道場、卓球室、トレーニング室などの利用者数は増加傾向である。

運営 直営で運営している。

郷土の森総合体育館移転の経緯

• 府中市立総合体育館（以下「総合体育館」という。）は、第一体育室棟が昭和46年に竣工してから50年以上が
経過しており、建物の老朽化が進行しています。

• 総合体育館は、多くの市民に利用される施設であり、耐用年数も近づいてきていることから、府中市は、令和２年２
月に策定した府中基地跡地留保地利用計画において総合体育館を府中基地跡地留保地（以下「留保地」とい
う。）に移転する方向性を示し、令和３年度に策定した第７次府中市総合計画（前期基本計画）において「総
合体育館移転関連事業」を重点プロジェクトの一つに位置付けました。

• 同年度に策定した第２次府中市スポーツ推進計画においても「総合体育館の移転（建て替え）の検討」を重点項
目に掲げ、トップチームの観戦・応援環境の整備のほか、災害時に必要な機能なども考慮しつつ、新たな市民ニーズ
などに応じて必要な機能の整理や規模、施設の運営手法などの検討を進めることとしました。

出所｜府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画・令和６年10月／府中市 総務管理部 建築施設課
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生涯学習センターの諸元 配置 府中基地跡地に位置している。地区図書館（生涯学習センター図書館）が併設されている。

量 延床面積：20,383㎡ 地下１階、地上４階建て

機能・
空間

• 学習施設（講堂、研修室、パソコン学習室、語学室、和室、工房、音楽室、スタジオ、小ホー
ル等）、体育施設（体育室、温水プール、トレーニング室）、宿泊施設等がある。

• 宿泊施設は、宿泊機能・サービスの今後の在り方に係る基本方針において、機能転換を図るこ
ととしている。

• 音楽室、スタジオ、小ホール、体育室、温水プール、研修室の稼働率は高い。

運営 平成25年度から指定管理者制度を導入している。

文化・スポーツ施設配置等適正化計画における新総合体育館の取組

• 施設の老朽化による更新や維持管理コストの増大、市民ニーズの変化への対応などの多様化する課題やニーズを踏
まえ、施設の配置や機能等の適正化を図ることを目的とした関連計画である「府中市文化・スポーツ施設配置等適
正化計画」において、総合体育館の移転する際の機能統合等について方向性が示されています。

出所｜府中市文化・スポーツ施設配置等適正化計画・令和６年10月／府中市 総務管理部 建築施設課

総合体育館
（抜粋）

• 総合体育館は府中基地跡地留保地に移転することとしているため、
当該地に隣接する生涯学習センターの体育機能を統合して整備し
ます。

生涯学習
センター

• 体育機能は、総合体育館に統合します。
• 学習機能は、交通利便性の高い中心市街地に移転し、類似機能が
多い中央文化センターの建て替えに合わせて、機能連携・統合します。

• 宿泊機能は、宿泊機能・サービスの今後の在り方に係る基本方針に
基づき廃止します。

• 各機能の分散移転等に伴い、既存の建物は解体することとします。
また、適正な施設配置の観点から、当該施設の跡地と、隣接する府
中基地跡地留保地とを併せて、一体的に総合体育館を整備します。

• 併設している生涯学習センター図書館は、地区図書館の中では貸
出者数や貸出点数等が多いことなどを踏まえ、当該地区内に存置し、
総合体育館と複合化して整備します。
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府中基地跡地留保地の概要

• 総合体育館の移転先である府中基地跡地留保地は、かつて米軍基地の一部として使われていた約14.9haの未利
用地であり、令和2年には、府中基地跡地留保地利用計画を策定しています。また、令和3年9月には、留保地に
隣接する米軍通信施設跡地(約0.8ha)が日本に返還されました。

• 令和４･５年に実施した自然環境調査において東京都の保護上重要な野生動物種（レッドリスト）に位置付けら
れているオオタカの営巣及び繁殖が確認されたほか、留保地内に総計24種の希少動植物の生息が確認されています。

• 現在、利用計画の見直し作業をしており、令和７年度策定を目指しています。

出所｜オープンハウス（令和６年10月開催）「府中基地跡地留保地利用計画」の見直しについて／府中市 まちづくり拠点整備推進本部 府中基地跡地留保地整備担当
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府中基地跡地の土地利用状況

出所｜オープンハウス（令和６年10月開催）「府中基地跡地留保地利用計画」の見直しについて／府中市 まちづくり拠点整備推進本部 府中基地跡地留保地整備担当
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府中基地跡地留保地利用計画の見直しとその考え方

• 米軍通信施設跡地も含んだ利用計画とするため、利用計画<令和2年策定>を見直すこととしており、自然環境の
保全を図ったうえで、総合体育館の移転を中心とした土地利用の検討を進めています。

• まちびらきに向けては、令和7年度初頭に見直した利用計画を策定し、国に提出予定です。その後、都市計画決定
が行われ土地処分される想定です。

出所｜オープンハウス（令和６年10月開催）「府中基地跡地留保地利用計画」の見直しについて／府中市 まちづくり拠点整備推進本部 府中基地跡地留保地整備担当
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新総合体育館基本構想検討の目的と進め方
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本検討の目的と府中市におけるスポーツ振興の特徴

• 新総合体育館に求められる機能や果たすべき役割、事業化に向けた課題等について、令和６年度に新総合体育
館基本構想検討協議会を設置し、令和７年度までに基本構想を策定することが本検討の目的となります。

• 府中市のスポーツ振興の特徴として、「スポーツタウン府中の発展」を基本理念に掲げ、市内を拠点に活動する多くの
トップチームとの連携や、障害者スポーツの普及啓発など誰もがスポーツに親しむ機会の充実、市民のスポーツ活動を
支える多くのスポーツ施設の整備・充実などに取り組んでいることが挙げられます。

◼ ラグビー２チーム、サッカー、バスケットボール、フットサル、野球
と多くのトップチームによるホームタウン活動が展開されている。

◼ 府中市スポーツ推進委員会を中心としたボッチャの普及活動
をはじめ、トップチームと連携した障害者（児）向けのスポー
ツ教室の開催など、障害者スポーツの普及啓発に努めている。

コンテンツ

◼ 第2次府中市スポーツ推進計画において、スポーツの定義と、
目指すまちの姿としての「スポーツタウン府中」を言語化して掲
げている。

◼ 「する・みる・ささえる」スポーツに加えて、社会貢献をする人
材・スポーツ団体の育成やボランティア活動の推進等、「そだ
ち・そだてる」という自律的な施策が掲げられている。

ソフト

政策

第2次府中市スポーツ推進計画におけるスポーツとは、
「競技スポーツに限らず、日常生活の中で、健康の維持・増進や人の交流を
楽しむことなど、様々な目的で自発的に体を動かすこと」として定義

左からラグビー（東芝ブレイブルーパス東京）、ラグビー（東京サントリーサンゴ
リアス）、サッカー（FC東京）、バスケットボール（アルバルク東京）、フットサ
ル（府中アスレティックFC）、野球（読売ジャイアンツ女子チーム）

出所｜府中市公式ホームページ、第２次府中市スポーツ推進計画・令和４年３月／府中市 文化スポーツ部 スポーツ振興課

◼ 市内には、総合体育館及び地域体育館５か所、野球場７
か所（１か所利用休止中）、ソフトボール場１か所、庭球
場14か所、屋外プール４か所、サッカー場３か所、陸上競
技場１か所、ゲートボール場３か所、運動広場４か所の計
4３か所のスポーツ施設が整備されています。

◼ 市内のスポーツ施設のほとんどが本市による直営運営を行っ
ている。

ハード

政策
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本検討の特徴と視点（事務局案）

• 本検討を機運として捉えて、新総合体育館の施設だけの検討に留まらず、府中市のスポーツ振興の特徴を活かして、
まちづくり政策やスポーツ政策の観点とも整合を図り、検討を進めていくものとします。

◼ 府中基地跡地留保地において、新しいまち
づくりのエリアとして面的な開発をすることがで
きる。

◼ 新総合体育館を移転するに当たり、対象地
となる府中基地跡地留保地の全体計画との
整合（整備範囲、駐車場台数、動線計画、
導入機能、付帯機能、周辺への影響、災
害時の避難所としての機能）を図る必要が
ある。

◼ スポーツがまちづくりにもたらす効果を具体化
し、イメージ共有・発信していく必要がある。

まちづくり
政策

◼ スポーツを観戦するために必要なことに「市内
での開催」と回答した市民が48.9％※1を占
めており、みるスポーツ環境の整備の必要性
と効果に対する理解情勢を図る必要がある。

◼ 週１日以上、スポーツや運動をしていると回
答した割合は、58.8％※2と比較的高く、最
も多くスポーツや運動をしている場所として
「自宅・自宅周辺」が65.0％※2と最も高く、
気軽にスポーツや運動ができる生活空間が
必要である。

◼ 府中市のスポーツ推進のために市が力を入
れるべき事項として「身近なスポーツ参加の
機会を増やす」と回答した市民が29.4％※1

と最も多く、スポーツ参加のハードルを下げる
施策が必要である。

スポーツ
政策

◼ 生涯学習センターとの機能集約化を検討す
る必要がある。

◼ 新たな市民ニーズに対応した必要な機能の
方向性を定める必要がある。

◼ 令和元年東日本台風による現総合体育館
の浸水被害を教訓に防災機能を強化する
必要がある。

◼ 多くのスポーツ施設は本市の直営で運営して
おり、行政に運営ノウハウが蓄積されている。

新総合
体育館

※1）府中市スポーツに関するアンケート調査報告書（調査期間：2020年９月29日～11月12日）

※2）第56回市政世論調査・令和６年９月／府中市

✓ひとりでも多くの市民を惹きつけるスポーツによるまちづくりの機運醸成として、新総合体育館の基本構想を策定していくこと。

✓単なる総合体育館の移転計画ではなく、スポーツタウン府中の掲げるビジョンを体現できる拠点として従来の総合体育館の
役割を昇華させること。

本検討における視点
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本検討フローと論点整理

• 本検討の特徴と視点を踏まえて、新総合体育館に求められる機能や果たすべき役割、事業化に向けた課題等につい
て検討を行い、令和６年度に新総合体育館基本構想検討協議会での討議を踏まえ、令和７年度までに基本構
想の検討を進めていきます。

• 基本構想素案の策定までの本検討フローと各検討項目に関する論点整理等を整理しました。

⑴ 類似事例・類似施設調査

⑵ 市民ニーズの把握

⑶ 複数案を設定しての比較検討
⑷ 住民・企業・団体等の利害関係者

の参画(調整)

⑸ 整備事業(基本構想)に対する理解
促進のためのコミュニケーション

⑹ 想定事業費の試算

⑺ 技術的・専門的知見に基づく検討

⑻ 基本構想素案の策定

⑼ 協議会の開催

⑽ 教育委員会・市議会への報告

⑾ パブリック・コメントの実施 ⑿ その他必要な助言・検討

❶主に市民については、無関心層に対する行
動変容に繋がる施策や潜在的ニーズを把握

❹スポーツがまちづくりにもたら
す効果を具体化し、イメージ
共有すること

❷生涯学習センター
との機能集約化、
「みるスポーツ」環境
の必要性と効果

❸全体計画（府中基地跡
地留保地）との整合（整
備範囲、駐車場台数、動
線計画、付帯機能、周辺
への影響、災害時の避難所
としての機能）を図ること

❺物価高騰を踏まえた試算

基本理念、コンセプト、計画範囲等を決めること

凡例
青字：各検討項目の目的・ゴール設定
赤字：本市のスポーツ振興（新施設の移転）に関する課題
黄色：客観的視点を取り込むための調査

❻関係部署との合意形成、財政負担の低減策

今後の事業推進に向けた課題整理を行う

本検討の課題と類似する先行事例からの示唆を提示

設定した複数案のブラッシュアップと
最適案の選択について対話を行う

検討フローと論点整理

学生とのワークショップを通じ
て、コンセプトメイキングの参
考となるキーワードの導出を
行う

新総合体育館の機能や規模について
複数の案を設定し、比較検討を行う

新総合体育館の付帯機能や規模、コンテンツ
についてニーズ調査を行う

全６回の開催を想定
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検討スケジュール

• 検討スケジュールにおいて、協議会
の開催は令和７年９月までに６回
開催することを想定し、各協議会の
次第（案）に合わせて検討項目を
履行していきます。

検討項目
令和６年度（2024） 令和７年度（2025）

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

⑴ 類似事例・類似施設調査

⑵ 市民ニーズの把握

⑶ 複数案を設定しての比較検討

⑷ 住民・企業・団体等の利害関係者
の参画(調整)

⑸ 整備事業(基本構想)に対する理解
促進のためのコミュニケーション

⑹ 想定事業費の試算

⑺ 技術的・専門的知見に基づく検討

⑻ 基本構想素案の策定

⑼ 協議会の開催 ❶ ❷ ❸ 視察 ❹ ❺ ➏

⑽ 教育委員会・市議会への報告
報告❶議会❶ 議会❷

⑾ パブリック・コメントの実施

⑿ その他必要な調査・検討

協議会の次第（案）
①検討の概要、市民ニーズ調査計画
②類似事例・類似施設調査からの示唆、
複数案を設定しての比較検討の方向性

③市民ニーズ調査結果
④基本方針、コンセプト案、施設規模や導
入機能の整理

⑤基本構想素案骨子
⑥基本構想素案

▼本業務参考となる示唆を導出

▼基本構想素案のブラッシュアップ対応

▼複数案に対する意見聴取

▼準備

▼ブラッシュアップ、最適案の選択等

報告❷協議会委員を対象に視察を実施してイメージ共有を図る▲

▼協議会で設問を精査して調査実施

▼庁内関係部署との協議は先行

全体計画との整合▼

▼学生ワークショップ、オープンハウス、イベント等

基本構想の策定
基本計画の策定・
PFI導入可能性調査等

事業者選定 設計業務 建設工事
PFI手法を導入する場合

PFI手法を導入しない場合

供用開始

供用開始までの検討ステップ

令和６～７年度 令和８年度以降

現総合体育館
の解体

令和15年度
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各協議会の概要（案）

• 基本構想素案の策定プロセスは、設定した次第（案）に基づき、全６回で基本構想素案の合意いただく策定プロ
セスを想定しています。

回 開催時期 次第（案） 主な協議内容（案）

❶ 2025年２月３日 検討の概要、市民ニーズ調査計画
• 検討の概要に対する意見
• 市民ニーズ調査計画に対する意見

❷ 2025年３月
類似事例・類似施設調査からの示唆、複
数案を設定しての比較検討の方向性

• 類似事例・類似施設調査からの示唆に対する意見
• 複数案における比較検討の方向性（初期版）に対
する意見

• 視察先の選定

❸ 2025年５月 市民ニーズ調査結果
• 市民ニーズ調査結果に対する気づき、コンセプト設定
のためのキーワードの抽出

（視察） 2025年６月

❹ 2025年７月
基本方針、コンセプト案、施設規模や導
入機能の整理、複数案における比較検
討の方向性

• 基本方針、コンセプト案、施設規模や導入機能に対
する意見

• 複数案における比較検討の方向性（ブラッシュアップ
版）に対する意見

❺ 2025年８月 基本構想素案骨子 • 基本構想素案骨子に対する意見

➏ 2025年９月 基本構想素案 • 基本構想素案骨子からの修正箇所の確認
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